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＾

What is the size of 
sound? 

僕たちは、ここで哲学の話をし
ようとしてるんじゃない。つま
り、文字通りの「広大な」サウ
ンドとは何か？サウンドで全て
を満たすには、一つの大きなサ
ウンドがあればいいのか、それ
とも複数の小さなサウンドで事
足りるのか？音で壁を作るに
は？音は波な訳で、それで壁を
作るには？それは一瞬のこと
で、次の瞬間には無くなってし
まう？ついでに、音波と光波の
違いは？

きっと科学的なアレコレになる
んだろうけど、それは僕たちの
分野じゃないし、とにかく先へ
進むことになった。こうして生
まれたのが"Beam Splitter"だ。 

BEAM SPLITTER 

Beam Splitterは単体のペダル
ではあり得なかった広大かつ壮
大なサウンドをクリエイトすべ
く生まれました。キャラクター
が異なる3種類のオーバードラ
イブを搭載、ブレンド時の最適
なトーンが追求されています。
そのうち2つはディレイでタイ
ミングをずらすことが可能、そ
して3つをパラレルで有効、ま
たは3つをそれぞれ個別に出力
もできます。

Beam Splitterはモノラル入力
をかつてないほどワイドに、無
限に広がる空間へ演出すること
を目的としています。時間は伸
び、ダイナミクスは圧縮され
る。豊かで広大なハーモニクス
は、明瞭さを犠牲にせず響きま
す。ギターを3回も録音するこ
とだって無くなるはず。

9VDCセンターマイナス 150mA。
アイソレートパワーサプライ推奨。

Beam SplitterはPURPLE, GREEN, BLUEの3セクションから構
成されます。まずは個別に説明し、次にそれらを繋ぐ要素につ
いて話しましょう。

PURPLE （紫）はBeam Splitterの中心のゲインサウンドを構築
するハードクリッピング・ディストーション。3つのゲインセ
クションの中では最もヘヴィで、コンプ感も強めです。紫のノ
ブでコントロールされます。
Gainディストーション量を設定します。上げるほどディス
トーションのボイシングにも影響し、低域は太く、中域と高
域の歪み量が増していきます。 
Volume セクション全体の出力ボリュームを設定します。
Tone 下げると高域を減衰させます。最小ではダークなディス
トーション、最大でフルの明るいキャラクターとなります。 

G瓦EEN （緑）はソフトとハードクリッピングを組み合わせた
オーバードライブ。3つのゲインセクションの中では最もク
リーンで明るいキャラクターです。緑のノブでコントロールさ
れます。
Gain オーバードライブ量を設定します。最小ではほぼクリー
ンブースト、上げていくと中域と高域を強調するミディアムゲ
インのオーバードライブとなります。
Volume セクション全体の出力ボリュームを設定します。
Tone下げると高域を減衰させます。最小ではダークなディス
トーション、最大でフルの明るいキャラクターとなります。
 Time ディレイタイムを設定します。最大125msc。他のドラ
イブをパラレルでブレンドしたとき、このタイム設定によりコ
ムフィルタ、ダブリングディレイ、ショートスラップバックな
どあらゆるテクスチャを生みます（Deviateに関する記述も合
わせて参照ください）。
Decay ディレイフィードバック量を設定します。1回のリピー
トから空間に滲む多量のトレイルまで設定できます。コムフィ
ルタサウンドの場合は、レゾナンスの設定となります。

BLUE  （青）はトランジスタ・オーバードライブ。3つのゲイン
セクションの中でゲインレンジは中間、最もナチュラルかつ反
応性がよいキャラクターが特徴です。青のノブでコントロール
されます。
Gain ブレイクアップ量を設定します。下ポジションは軽いオー
バードライブ、中域と高域のコンプレッションも少なめ。上ポ
ジションはよりアグレッシブにドライブします。
Volume セクション全体の出力ボリュームを設定します。
Tone 下げると高域を減衰させます。最小ではダークなディス
トーション、最大でフルの明るいキャラクターとなります。 
Time ディレイタイムを設定します。最大125msc。他のドライ
ブをパラレルでブレンドしたとき、このタイム設定によりコム
フィルタ、ダブリングディレイ、ショートスラップバックなど
あらゆるテクスチャを生みます（Deviateに関する記述も合わ
せて参照ください）。
Decay ディレイフィードバック量を設定します。1回のリピー
トから空間に滲む多量のトレイルまで設定できます。コムフィ
ルタサウンドの場合は、レゾナンスの設定となります。

 DEVIATE はBLUEとGREENに
共通するノブで、それぞれの
ディレイタイムに対するランダ
マイズのバリエーションを設定
します。

. Deviate を上げるほどにディ
レイタイムが逸脱し、より速く
ランダムが有効になります。最
小のときはディレイタイムは固
定です。 Deviateが最小以外の
位置だと、各Time ノブはセク
ションごとの最大ディレイタイ
ムをセットし、逸脱具合の設定
で、ディレイタイムを短く変化
させます。 まるで2人のプレイ
ヤーがダブリングでプレイして
いるようなリアルな感覚を作
り、さりげないランダマイズで
トラックを二度弾いているよう
な演出もできます。またフラン
ジ、コーラス、壊れたビブラー
トなど、設定により様々な風景
を描きます。

E町presslonジャックは Deviate
の外部制御に使用します。TRS
のエクスプレッション機器（一
般的なポラリティ、tip to 
wiper）を繋ぐと、Deviateノブ
のコントロールとなります。

Beam Splitterの入力はモノラル
です。そこからシグナルは
Purple, Green, Blueへパラレル
（並列）で流れます。Purple出
力ジャックのみに接続された場
合、全てのセクションはOutput
でパラレルモノで合成されま
す。

GreenとBlueはそれぞれの出力
へ接続することで、独立して出
力できます。つまり、フルサイ
ズのTrereo（トリレオ）セット
アップが構築できるんです！
（トリレオなんて言葉は無いっ
て言われてきたけど、きっと君
なら意味をわかってくれるは
ず。）




